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＊煉報は士林蘭藝試験支所に於
て大正十年．

より昭和 1i．年に亙りて施行せ
る柑橘類の切接

に1枷lする研究J戎紅'tを北録したる
ものにして一

般・,;fi事芥の参考に在せんが
認之を印刷に附す。

昭和1i.年十月

嚢清絡腎府中央研究所屈業部長

只界 Hi士大島金太郎



J. 本虻報は士林園烈試駄支所の十lt橘接木砧木試験事業の一籐の成も’tセ集鎌せる

ものなり 。

2. 鍵1こ只業部虻報第十二疑「柑橘頬の切接に閾する研究」（人JEI・：年1・..J1)セ螢表

せるを以て、本虻報は之に引紺き同第二報とせり。t'II位報第十二就は絶版と

なれるセ以て本虻報の末比に同菌の姿約を添加せり。

3• 本試験の択嘗れ次の如し。

自大正十年至大正十二年雇石神久勝、同9田本義

自大正十三年至大正1五年屈桐野正雄， i裔光棲

日昭和二年至昭和五年雁中村純雄、籾木五郎，i番光櫻

自大正十年至昭和五年技（叫嬰井芳次郎
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柑橘類 の切接 に轟l る研究
“::.n ',l;J) 

技 師櫻井芳次郎

1 接穏の重量及苗木の高さの関係

柑協のU)接 1ヽ)を1i•ふ際 l1] ひらるる採H.i（北計II 、 ヽ 1: t I t 、 1 11i ~II 、 火 ll成は'iと｀・1ヽ"!i:は二年）り 1;-: • Iず

を合みて渦製するものなりっその長さ

は帷柑、叫It、hifIt守は 5cm)りi'7

rm 程にして、文II又は'ki}は (1 cm 

）りi~ 7 cm なるも年の節[iil『|iii訳n1ill

こよりて炉敬を一iLするもそ0)lとさ

出せす。父長さ一定せるものと雖も枝

條の允‘i柑肥双＇~:桜如何により てその 屯

柚に可成りの；（違あるものなり。略IIll

此0)接f．也を訊I閣し、 U)接に際してそU)

•F :1:：を1Ihl揚に於て 2()i.:. 0)人れを）IIひ

-r ,: I心I・簡し、1|il，木の政'Jil部のiif茫

をよ削せり 、l(Iiして一今、二年11・・0)WiJ. 

となりてそのはjさ／心hl¥lJせり (1'1'「4ぶ')

1埒さ（文拉沐；，I;より］Uu:ittJ)lIぼ．）。 4 ：他0)

柑祐 tTJ疫の順fi9,

lll l軋

』；；： ：・Xi }り[ |'.・,’』1

屯：1：：とそ0)l'li4くとなれるもの0)1出さとの間にflII刊ならI外II
斥J）らやと見るに火の如きtWiをぷビ
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第一例 槌柑 （酸橘砧二年生）

接飩ぶ木査過 大丸花11•: 1II ー→P1’LL師HF17.．十i二...:J月)j J 

接糾ー'iG:J1t Iい要1| ・1'li木平均高さ
ば

I 
Clll 

04 1 10 00 

0.5 8 叫．` SL ?.50 

0 0 ‘.‘ . 41.()() L 7.50 

7 ， :1 0.78 L,?. 6 1 
0.8 1'..! : ; 7. : :: : L I. 4う

(l. 9 n I 3(} (;7 ヒ 2．i...:~

1.0 ， 3 2. {; 7」::.(1,1 
1.1 ;{ 祁．00士3ii l 

1. 2 1 
i 
".!7,¥)(} 

l 3 ・） I 況．9-)01 1. ()4 

4：・均 O.HILO.OJ I『1・ ~)/ 平均：；4．9，う上1.::0

中11HB1后嬰‘( I O.()7 i 9).9)!) 

第三例叩II Cri対謬i..:.{f・’1:)

拙水人在十I几1年．・.JJ 
,; l令人」F．ヤ li．年 1•二J j
芍過 2 2 箇 ）l 

第二例 泊濯珈湘 （酸橘砧二年生）

抜本大n-:+1It1 年． 二 Jj -I • - :U 
犀 人」I←I• l i.3回•-)j --j •四 l i
疇 22 籾j J1 

- . —• ---

接紐甫械• I L¥ ¼"(1 ,'li木丘J高さ

g 

0 5 4 

0 6 

〇.7 l •I 

〇．S 1 0 

0.o 7 46. 4 2 L 2. 81 

1.0 1 2 ＇ 47.llSL IK 

I 1 

I 

I ;l(i,0( 

1. 2 :{ 沿．（i7上().S()

1. 3 ・） 心．（）（）L2 :1( 

I. 、•し ・） I 9-)(；．う(Il 7.39 

I 
平均（）．SO! (I.m |□三—平均 ．l．7.4:; t l.31 -

キII靭指股 ー 止．9 •Lo.(}9 

］．う 泊，（）（）卜＇i．虫

互'~|ILi i仇lA好心，烏虻柚 （Jよぶ濯i二年生）

技／ド大TE十四年 二 ）l
,J,',1代大IF.．十flLI年十二）］
糾む 1 1 箇 J1 

接（せ｛ 霜 i1r In嬰lI r'1'f木平均揺さ
ド

0.7 
9) 

o.~ 1 (} 
O.9 ,) 

1.() 1 0 

1.1 （； 汎．17七 6.|3 
1.3 1:: 恥．：i l 土 :'I . I •し

1.3 ， (; l (l() L 2.47 
1. 4 !) ぷJ.:::i七．、1．ふl

1.5 [) 52.40土 1.(}7

1. 6 •) 9-)ゞ．（H)士，).-11
1.7 6 (}¥ l.. -) I I l: •3. 1・↓
1. R 2 4(i.5()j_ 12 6・し

1.9 ．’、’ 67.OO !: (l.iB 
2.0 I fl:1.00 
:2.1 I r.-).(lO 

2.2 I :ll.0() 

2.~ 2 記．（）OL Iぶ5
2.4 1 ;1(}.()() 

l:•均1.:t2 l O.~H I "1・心平均 紅．72J:l.._n 
II脳指敬 ー（）．（l:：J:. （).07 

採他 !-n.!J: lし敷 I'ii木平均筒さ
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Clii 

36..]0..L •l .53 

-4.75 L ?.0 1 

27.0OLO.9)5 

ふ．烙 L1.4.-) 

:;!l.f¥7 L 1.84 

25.67 -l3.7 1 

3 2.oo 

15.~-i -L ?.:.!:! 

2l.ro L O.4t. 

4G.OO 

切．

'I均 l .07 • L• () , 04 叶：llI平均可面戸面―
H叫指数 十（）．o・:lo.12 

第五枡l版豆文11.c朱硲砧二年'I:)
接木大iF．-I・f1Ll ;f. -= H 
調査大ll ·:—I 四年1·_:11
飩過 l l 箇 月

接糾冗批 負散 1 荀木平均高さ

g 

I 
CI Il 

0.8 I 27.00 

].0 I 2:;()() 
i 

1.4 :1 47.:1:1-1: 2.9(, 

].5 1 :?0.0 

1.f. 1 50.00 

1.8 ] ~R.00 

:!.I l •-.:.) 7 , 

2.6 l 21.00 

平均 ).5()L 0.11 I計 10I平均 3.1.40I: 2.57 
相幽指数 ー0.HlJ:0.21

3
 

接穂卯i：：と 1'11i木の高さ との削係程度を確知

紅3、tll!UI指敷のj閲I；法を採川せり。 （り1)Il

文献 2及 a)

」乱じのHi因子間に完全なる41l枇l々 1系イfする

時は指数伯は (+1)なるか (-I)にして、

I-I)の時はOnち接穂屯絨屯き程その接木1'i'i

木の高 さ亦人とな り、(-1)なる時は接穂屯

J1::,f!:き程その接木1111i木の高さは小と なる時な

）。されば (-LI)にA:11枇1指数が近づ く程州

l人lfIHIに密り）なる μ}li系あるを悶i]し1!}るも

なり。

KIヽ(; ('1)がA11枇l指牧の月1!f苫に肌へし規約に

よれば次の如し。

1) A'i： しオII縣l指吸がその益然浪匁より 小なる時は泊IKI(•間には何べMIll!ll /1 係なしu

ロ） 店しtll批1指数がその説然謀’だより 6倍以1・..kなれば 'littl：の-f:lll!M1,係イi・-9I., 

（ハ） 盆然涙災が比較的,1ヽにしてfll栂l指吸 0.3以1ヽを示す時はflI枇lル1系凱．杵ならす。若し 0.5

以tなる時はAll批l々 1系函杵なり。

汎氾 5例を慨括するに次の如し。

例 |柚 類 In敷1 接鱈．証「均 ¥ h『木の心J高さi HI閲 指数
06;7 , | ＇ 

g 

I 
Clll 

第 一 例 一年生 憎柑 0.81士0.()2 ;14.¥l;,土1.:?0 -1-O.07士0.0!)

筍 二 例 二年生高壻抑 It 0.8GJ: 0.07 47.43l. 1.29 -0.~9 .r O 0 

第 ．7: 例 二年牛 、・や .ti「 88 I.:12 1: O.~ヽ 56.72 t 1 29 -om_Lo.07 

第四例 一年生 ，烏¥5柚 3 1 1.07:l0.04 24.!'10士1.00 + () 0.1十0.12

第五．例 一年生文 n. 10 1.MJ-0.11 3.1.40 L 2.57. -0 1 6 l: 0.2 1 

.1-.記のt11|l!)指数を 1年INCの指吸諜政の解”法により見る時は穂ての例に亙りて接穂の．if（甘：と

そのh'i木の品さ との間にはflll!M々係なきことを示せり。

2 砧木の太さ及苗木の高さの闘備

接木に川ひたる接穂の屯対：と ］［•1't'i木の高さ との間には何31,Hi村なる枇II系なきを認めたれ ど 、

切接常時の(iii木の切而のii'if府（砧木の太さ）とそのh'i木の高さとの間に如何なるtII駐1々1系ありや

を確めんと して次の＇l廿禎を柑たり。
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沼一例町It（曲饂）

接木大正十四年 二 月

洸．査大正十四年十二月
観過 I I 箇月

数且

一

の
利
時
Iu

9'll 

‘'
(
 
木
木
接
砧
cm 

苗木平均高ゞ

C』n

7

(

8

9

0

1

2

3

4
 

．

．

．

．

．
 

0

0

0

1

1

1

ー

1

0

4
 

1

1
 

4

6

4
 

17.50士2.00

36..13+ •1 .o.? 

24.50 L 4.GP 

3 1. I I L 2.32 

39.64 L 2.-

35.75± l.R9 

39.00→ 2.64 

l.5 

1.7 

平均1.07土0.06

1 I :~o.()() 

1 I 6 

l I 60.00 

計 57 平均・14.95卜1.2l

柑凶指敷 ＋0.8]士0.0:1

第三例客柑（限和iii)

按木大1I:十四年 ＝ ll 
[Jil内大11 -:- 1直年1 •二Jj

糾池 :! :1箇月

第二例高咄桶柑（阪嘩砧）

接木大IF.．十四年 二 月
湛l杏 大iE十五年十二月
糾過 • 2 2 箇月

悶繋ng |負数 I•I’U木平均高さ
CII 

Clll 

0.6 ウ• 30.50士 ].1!1 ノトー

0.7 ‘‘ 69.00士10.54 

0.8 4 ~!).50士 ？．OG

0.fl s 49. : { 3 I: 2 5 f 

J.O l n 4(i.50j_ 2.f 

1.1 
l,-) 49.33ヒ3.I ’̀ 

］．2 11 43.1 0七］．27

].3 10 51.50土 2.75

1.4 M. 

1.fi I : 62.00 

1.7 1 I ,17.o 

1.8 ] 38.00 

平均1.0叫.0.1; 計侶 平均 47.43
J::1.29

相雌指駁 ーO.H-,

第1・川例 ，〇葉柚 （朱甕砧）

松木大1l:十［叩f.二 月

,J,',l代 大I1:-1舟1年1 •二 ｝］

飩過 I I 筒 ）1 

竺巴l~I
O.G 

0.7 6
 

0.ぐ 4
 

Clll 

lH.00 

4!).00士2.7.

68.75上2.1

0,!) 

1.0 

l.1 

1.~ 

l. 3 

1.4 

］．｛） 

h'i木り；均高さ

08.40 L2.7:1 

如 l：の＇h菊によりて見る貼は接木・；it時の砧木の太
合 もの程之に接木せるr’,'i木の高さ（一年生乃

ii=：年’l:)もがヽ盆jくなり 、1批人なる 1'れの褐ら
るることを＇ 代紅するを1!}たり 。以 I:s例の

中 1例

＾はiiの1項1i1Jをぷせるものあれと之は砧
木の太さの影9贅にあらすして、接穂の良否、或は圃

出

＇’',部的イ良 9条件に支配されたるものなり。之を＇
炭する に接木常PSの砧木の人さはその1'

1'i木

高 さ（樹分）に大約 I0.4 lの積極的札l批1ん係
あるを知るも のなり。

[1i.OO 1: ~.70 

4

9

0

6
 

1

1

]
 

杖．2.1士2.7(

え1.

悶煤i::ii訊g| fi敷 荀木平均麻ゞ

CII9 I 
ClII 

1.0 

1.1 

1.2 5 

].3 6 

l.4 3 

l. 5 7 

1.G 2 

1.7 2 

]. () 1 20.00 

2.0 l 22.00 

~.1 

平均1.0紅 o.ro I J「88 1平均 5f..72
:LI.2. 

相闊指較 十0.2410.07 

平均 l.4.、、J:O.<Y.I I ::t 31 

柑幽行暫

第五例社豆文ll. （朱屎砧）

桜木大JI汁．．十四年 二 ）l
調杏 大JE十四年十二月
瞑 lJ箇J1

悶梵霞 l日敦1苗木平均邸さ
1

2

3

4

5

7ー

l
 

.

.

.

.

.
 

.
 

c
l

]

1

1

1

]
 

り
1

リ

ッ1

Clll 

~0 .50 士 5.0 1

28.00 

27.00 

~:1.00 ..I: J.77 

54.00 

35.50土6.92

平均 l知 0.00I計 ］oI平均 3.1.40士:!.57
相制指敷 ＋0.62-1:0.rn 

」・・記の成禎を慨括すれば次の如しe

第

第

ft 絵 例 1莉

例 一年生 棧 ~It 57 

例 .......:年生高壻折I+tt

第 て 例

第四例

第 7i例

数

5

S

l

o
 

6

0

c

3

]
 

n
 

r,'’

• 

i

朴

t

l

l

n

珀

匹

烏

文

生

生

生

年

年

年

接直木＇他常時平l)砧均木I 苗木の店さ平均 I柑闘指 霰

cm cm 

1.07士0.06 ::1 4,!)5 士 1 .~ 1 I ＇ +o.s,士0.03

1.09 l-0. 1 9 47.43上1.2。-().14 
56.7:1..I: l.29 +0.'.!4.l:0.07 

l.4.1上0.0.、; :!4.90士1.00 +0.49土O.09

l.4、J..0.0．ぅ 33.40土:?.57 + 0.6:! J: 0.1 ~ 

3 酸橘及祝殻砧木の樹齢及苗木の高さの
闘藤

将通切接によりて卜Ittが＇i木 を岱成するに川ふる砧
木は二年4:)り全三年牛の'n祁．なり 。一｛和1:.

・れl：．は9ili木 として餘り細く II移柏されざるを以て根
糾紐の痰逹徴＇iれなり 。|lが1:.LI：以 I:のも の

は

所裳時間及象限狩 l •成は接木竹珂l付帷~1'：の掛1 1系にて将述i火蘭冷Hiには川ひられ—~ 0 

絃には必"!;:を｝文外視して樹船の沢な
れる砧木隈橘J女机没れ1：．の一年什：．より

八叩l・：迄のものを

柘iへ、 一屯1'i'iJ,t<に足べi：なし hliし 、 ）く 1 | •: I→1i．年．：．｝l-rl是べ;:O)/iii木に略IIil及IiiKO)槌卜
11接穂を以

切接を行へり。 而 して[iil 年十二月 1 •三 ( IOII t）り t［I ) 1 1() IIIiil象笠過せるP昇今I‘,'i木の高 さ及接』｀
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部の太さ (I位座）を計測せり。

酸橘及机没砧人の樹齢別による 1't'i木の高さの影9限0)tt紺次0)如し。

）．槌柑 4．槌柑

代協 h
 
x
 

．．． バ．．．
 
＇ 

付虔 t裔 l几11f. ~I: ~,'i 

悶印慌昇 且敷 | -1‘、'i籾・均高さ

Clll 

I I 1 :?.00 

:? I fl.00 LO.% 

O.i I 5 I • 18.fiU±0.4り

0.8 I I ~1.00 

l :•均 0.li7-L () .0•2 ii I• !) Jr・均 16.()0 !: l.()2 

活祐歩令 l•2.S5％ 中II世脂致 十 O.R~士 0.0i

C1 9 9 

0.5 

0.6 

さ

•

四
が
0

1

 

高

士
十

四
＂
⑱
心

ょ

c

l

2

,
`

木

3

3

,
l
 
，
 

放

5

7

い

m

ー,
L
 

の
利
寺

―

u
n
 

;
1

,
3
4
5~
6
~
 

じ
．
，

＂

.,
'

c
l
l
,
,
1
 

木
＊
接
砧

7
 

1.7 

l. 8 t、 35.57 L 2.()5 

0. 4 

0.5 

0.(i 

0.7 

0.8 

平均 0.5（五〇．01

2. 槌 柑

限栖 ーー・・年生砧

接木•訟月の I il薮I 珀i木平均高さ
l; h木 1[ 1や
Cl 9 9 C1 9 l 

07 33.0, 

0.8 :{ 1 !1.00 L :: ii7 

0.!l I{) lH.00 l 1.:2(i 

1.0 15 1 8.47 -L 1. 1 7 

I.I I~ 2 1 67 L {).8: : 

l. 2 8 :! 1.00 l I.11 

1.:・: 3 ――I I. i17 i 2. 1 2 

生均 1.0-1L 0.01 I~・2 平均 1 9.6凹 0.6•2

括fi歩合1'5.001/o 朴幽指役 ＋0.:!8:i O.0') 

1.0 5 31.SO土1.84

:.!.O I :! I :.:.9.50 :L 4.05 

:!.I I I I ::0.00 

:.!.:.! I 2 I :a.oo 1 1.-t: 

平均 1.(;:1_L 0.0・l I ;.・t (¥:.! 平均・9:•2 . o::t ().66 

活桁歩合 77.50％ 朴幽指孜 +0.16上0.0°

ー・槌 柑

酸橘五 年 ll;砧

I 

悶梵冑賃 If't宴[I ・1'liやl:・均高さ
C9 9 9 l C91 9 

:.!.() I I i 7:.!.()() 

2.4 1 | 16.()() 
I 

•2.7 1 t i 2. (¥() 

平均 2.37L O.32 ;: I• ：； 平均 5().()(lL :'.4'l 

活祐歩令:10.00％ 柑謁指敗 ーO.i8LO.I-

'

’

い
＇

ー

i

:
『

ー

•

9

》

＇ 梢朴t

酸招 ：年 ！！て 砧

悶~: ;:,.図 | は四 謎 1'均高さ

cm I I ('Ill 

1.0 I ),.1 I l ~.!l:l L l. 11 

I.I I IO I J 7.1)0 J. I.4:! 

・1.28  21. I ：；上1.40

1.:: I 1-1 I ::!0.!1~{ ..1. t.4iう

l.4 :: 3).i;7.l o.4 

1. ・ヽ 1 • 1:tou 

1’均 1.1 7 l ().0 1 [ |• .~)II I平均 20.()NL ().(rl 
括nY沙合t;•23() % +11'沿指数 十0.07土O.()'

槌 柑

酸楢 七 年生砧

9ノ

7. 槌 柑

択殻一年 1|：．砧

炉::1犀□！Wi□4し1竺

接＊ •1::j時 の I 只数I rii水平均1~·:i さ
砧木直 利

- {•1 1 1 ('111 

::.o • 9 ;:!l.50」i'l.01

.'! ..•一I I ・17.00. 

:!.5 .J 5'1,:)0上1.t}7

.• ,,. 一ヽ 1 40.00 

., I) I :,.:.;/)〇

¥'.! I 6: : i)I l 

Iヽ‘・均 ：1.-iI L 0.-11 一吐上 4i均 54.IIOl :!.7!) 

活沿・歩合 H(}.00% 1U燐'1仔l!'l +0.（； Lゞ0. I:{ 

し‘Iヽ

｀ 

哨沼歩介似．75%

C
J
 

り
―

5
 

.I
 

ー＇
r工．．． 

-

1

 

ー

L
-

K
I
 

.

.
 q
 

’

≪ー

槌3
"
 

h杞賃惰ILj敷 I'[i木平均麻さ

Clll C191 

0.G ・） 1 ().50.l ()..i•1 

0.7 ！） 1 I. 11:i.o.no 

0.8 17 I 0.:!4:LO.:H 

() 9 r） 10.60L O. I I 

r・均 9).7SI ().()l I汁：1:； 平均 10..35士0..2り
泊而ル・;r .tl.25% +11悩指数 一U.14:L0.11

9. 槌 中It
松汲 ．：・年 生砧

按叩::; }11寺の I I ,w,t:.,1:.均巧さ
砧 11：栢 只町

l'lll (̀1 9 9 

(). ! i : :l). (}l) 

l. l) ： ｝ : :.).5ti..1. I．.l(i 

J.I IS. 

I:! :;ti.()()J..2.,"2 

l. : ; .., , : ; l. t ; 7 l l. 5 7 

· 1 "·均 1 .11~ L 0.t).」 |9, 1, l (; 平均：：：；•I•I l l....:l) 

濯i・歩合 S().()0%1中II似l指呟 ＿0.1りi・(l. I i} 

10.槌 柑

松奴四年生砧

悶閉滸g|.n敷 Ii'1『木平均高さ
ご ，．191 

1.3 I 2 I zう．0）土1.43

l.4 72).57土l.4(i

1.5 I 2 ．お．50..l:3.10

t.6 I 1 I 18.00 

1.7 I 2 I 2!l.OO士O.!l5
- ' 

平均 1.4吐 0.02J ;・1・］4I平均 28.57:l0．り：；
--- -

哨沼歩合 ,o.oov.1 +刊紺指数 十0.5;J:i.0.1:1

ll．槌 Flt
机汲五年生砧

且左疇噂¥In敷 苗木平均碍さ

-

『

二

n

o

o

恥

O
O
A
O

お

cl 

.

.
 

7

4

8

り

5

0

2

2

ー

3

2

+

-

1
散

□□
-11

『

ロニ＿四”
12. 相柑

松汲六年生砧

悶叩：I.I口Ili l¢ | Wi木平均高さ
('Ill . I l'III 

3
 

1
-

li0.00 

39.00 

::.1 I I I 5-.U)() 

4均 2.4̀ L (I. 1 2 t, I• 4 | 4‘均い(HlL 3.2() 
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 J:記の‘付禎セ慨括 れば次の如し。 gllち之によりて之を観るに柑沐の樹齢古きもの和（本官稔にありては六年生Jり至七年生迄）之に接

年 生砧

戟

択

限

択

限

択

戟

机

阪

机

択

陪

{
'
\
\
|
、

，

ー
ー

~ー
1

、

ヽ
ー

‘
ー

、
ー
{
i

生

生

生

生

生

生

生

年

年

年

年

年

年

年

ー

ニ

―

四

五

．
ハ
七

I活和玲ド『木本吋野で喩唸I
,. I . cm 

l 
12.85 り ， 0.67土v.v.. 

I 
(j;:.75 I 51 • 0.56士0.0I

65.oo I 5~ I 1.04士0.0l

41.25 I s:~ I o.78土0.10

62.50 50 ].:7土0.0l

0.00 I Hi I I.OS士0.02

77.bO I 6:.! I l.G:1土0.0-l

70.00 I 14 I l..16土0.02

:;o.oo 1 3 1 ~ .:\, 士 0.3::l

o.oo I 5 I 1.58土0.04

60.00 I 4 I :.!.-18士0.12

o.oo I s I :1.51士0.41

以．J~．の 1村禎より見る P.¥は同年生の隈橘砧は机没砧よ り常に 1 1 =. n·ITE盛にして、接木常貯の砧＊

印府も隋昧が机没より 孔吐均的に大なる を知るものなり 。 従つて耐種の Ir•] 年．lt砧木に接木せる一

年．tt:.,','i木の高さは常に隋橘砧優勢なるを示せり。

又lnl年）1:．届）種の砧木間に在り て砧木の太さとそ I’li木の高 さとの 4•III仕l 批l i系指吸伯 9打悛橘砧

の）iが殆ど各年牛に亙りて正にして、机没の指数鮒より人なりき 。 必れ隈橘砧木の ' I ：・ 打、移~([

採作、移柏時期守；が試験圃拉口士林）に於て机・没砧木より奸適せるを出1：：するものなり。相殻砧

木にはii

木

揉

奴

栖

殻

楢

奴

揉

改

橘

奴

殻

橘

相削指敦をぶせる例あり 、C:111ち砧木の太き

き合現級を只せるは根糾餓の不良務百守：．に起!:.kl

荀木の高さ平均

]6.OO士1.0_

15.86士0.32

]9.60士0.62

J0.55士0．切

20.08士0.6!)

33.44士1.20

:l:!.03士0.6(;

'..!8.57土o.n:.;

50.00土9.49

沿．40士2.3l

,1S.00士3.:20

54.00七3.ifl

I砧紐脱と1『木の
揺さとの相幽指数

+o.s~士 0.07

-0.23土0.0¥l

+0.:?8士0.(1.)

-0.14:L:0,11 

十O.07:to.o.l

-0.lfl士0.111

+0.1()士0.

+0.53士0.13

-0.78土0.15

+0.55士O.CY.l

+0.16土o.aa

+0.68士0.10

こ接木せる 情木程その高

゜
次に年'I・：の異なれる砧木の1湛ji'it阿とその高さとの批If系をみるに、徹）i（せる］E

るを知るものなり 。隈橘及机没のHi打を比較するに次の如しし

るものならさる可から

t
ニ
9
"
 
年木h

 
石

一
生

生

生

牛

生

生

牛

敷指

年

年

年

年

年

年

年

,
t
 n
 

1

旧

五

六

七

柑

限

砧木平均頂杷

cm 

0.67土0.0:.!

].04::l0.01 

1.17 J::0.01 

1.6:{土O.Ocl

2.37 + 0.32 

橘

l mく平均高'-'
C111 

16.00上1.02

2 , 
(i 

I 

甜i 机

低きが如

AIl批l胤li系あ

砧

木せる一・年！l：.i’1，i木の高さ（団努）優秀なるこ とを知るものなり。

梢titの隈橘砧に対する}|l縣1指数は 十0.958にして殆ど（-1-1)に近く 、机没砧は之より梢 落

+0.878なるを示せり。而して州木呑成の1.3の砧木の樹齢は本島にあ りては机没は少くと

年4:•以 l：のものを選ぶ可きを明かに示せり ，而して闇釦iiiは二伯 l ・：にても 11ヵ なるを 1Vlぷせ
t
 
も

り

4
 
苗木の高さの相闘闘係

町It(J)一年I|:.I¥'i木の高さを澗杏し匹き之が二年I|:．となれる時がそれぞれの高さを計測せり。

年4:. I11,i木の,:':jさを計測し、、とが二年．牛或は H．年生 となれる時が）し'1 計測 し此間の~~I系

如何を1リ1らかにす可く次O)}f知＇iを得たり。

槌柑一年．It.I'{i木の高さと二年．l[:.i'i'j木の高 さとの批l1系

朱•,

一年生i¥fi木の為さ ！二 年生南木

硲― CII、さ Ii;1平均高さ
• 1 0 2 | :̀贔卜10.-1.9

1~ I 1 I 3 

13 I 2 I 28.00士 ti.6:3

15 I 2 仕．00+7.6:1 

1 I 5G.OO 

l I :?-I. 

1 :10. 

1 I GS.00 

1

4

5

 

］

り
一

‘・↑

C

8

: 1.9う1L0.41 、)―’¥.,.ヽ・

砧木平均1n料

C1 9 1 

0.66:l0.01 

0.,8J:0.0I 

I.OS上0.0:!

1.46 l. 0.02 

I.58上O.(H

2. 4 81 0. 1 2 

奴

T l'fi木平均祁さ
CI II 

15.86 J.().:::.! 

1 0.55 L O.29 

33.¥l土l.:.!0

:.!8.G7上0.!)3

25. 4 O l 2. : : 

4ヽ．（）0L::.:?O 

▲
 
｀ 

-6 

27 

2 

2) 

:10 

:11 

、 ;~;{

34 

35 

:w 

37 

:~ 
39 

≪ 
41 

3

3

1

1

3

3

1

2

2

 
2

1

1

3

1

2
 

41.00上 0.8:1

54.ti7± 4．四

H7.00 

泊．00

:17.00上 ~ .77

:lfl.60土 1.67

45.00 

~!1 .50 七 l.60

5-1.00上 1.00

4:too土 2.:14

46.00 

一年生謎の高さ 二 年生荀木

高 さ |fi鬱 1牛均砧さ

（五 I3 57:2.23 

4!3 I 1 I ~, . 

1 I li7. 

2 I 51.50 

2 I :15. 

1 I (lふ

1 I C~. 

2 I H:l.50_l_'i.87 

4
4
4
5
 
47 

4! 

60 

5•l 

4り．0’

66.33 

50.00 

53.50 L I.1 9 

3．り

1

1

1

1

一
心5

 
，
 

l
.
 
4
 
3
 

0

1

6

9

 

6

6

6

6

 

均F
 

iよ

柑響敦

接 木

「JIi杏第一Id

澗官第二lじl

“}.OO 

47.00 

RG.00 

76.00 

平均 4i.8!)上1.3f

+0.56士0.06

大nオ十四年 月

i知．十四年十二Ji

（純過 11箇月）

戸 ：十五年十

（罷過 23因月）

月
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11 

烏I¥l:HII
．，．rし・
19,Jゞ

年4：：・h＇1木の高さ

の脳係

•1 I :. l | 9: h'iA • •Ti年 ’I : -
'
J
 

9

9
 の接t．軋を採II1す可き母樹 糾齢しこ きては木ゼ確たる；jしあ るを聞かす。

数

-
1

1

ー

1

3

1

3

3

2

1

]

、
↓

-b

l
 

9
h

ー

の木

さ

＇ ・t＇ 

m
5

い
I
G
1
7
1
8
い
叩
•

-
g
一
四
勾
四
g
i
叩
氾
凋
叫
芍
叩

4
6

生年↓
 

高

以 ＿ 1~. 如きは：＇常に1t}

とする出にし

5. 

現今幾多の行敲研究に

性あるを1リ1かにされ

一こ年生 1'1'i木
手均高 さ

::2.:].? l l./)2 

47.()() 

:11.07:L2.% 

・・）().67 -L2.57 

44.(IO:L4.7.j 

5 

科．．ぅ0_!_ G.·!•I 

9-).1．．う〇Lil.3: I 

4).oo 

50.()() 

5 

,l 

4 

4il.00 

37.0() 

20. 

接穏採取樹の樹齢及苗木の闘係

') I:反良l:Hiiの確｛i・及接穂．に ）て、乙 咄果11性

つありて 、役良I.:i樹の選愕は今や果樹栽培,K・

t．年 生樹
平均邸 こし

(°Ill l"III 

2() 1 1 し 8.-).0(

2 1 1, 3.3.()0 

3() ] 1 00.()() 

;; I ~岱．ぅ0 L I.1‘1 

:lti :! 77．．う（， し：；．3 
::7 2 80.(1(l L 2.:;il 

41 2 l:!0.(Kl.l.7.lG 
4う 2 72．．うO上917.8il 
47 I :! I 7:2.iiO-l．ぅ．00
48 I I I 10う．00
ijO I I り5.00

GI I 1 I fl,3.00 
ii:! I 1 I 100.00 

う」 1 I 50.00 
叩 l | 130.()() 
科 l :; | 10紅：： L 5.59 
O() 1 63.0, 

I 
7:! ' I I l:!0.00 

平均 44.(l."j.l. l.60 91r 26 平均 87.~8l: :u 

2 

2 

2 

_1 
平均 24.011J: 1.00 ，汁 小｝I 平均 -1 ~ . fi.] •」 1 .34

和制指敷 — O.O<l 上 0. 1 0

以．l・・f贅力‘3例なれ ど、その中帷柑一年伽','i木の{:j今

のAIl'ijl々f系を布し強勢なる 1'i'i木は次年に於ても外囃努となるをぷせり。

朱焚烏妓柚の一年II・： と二年’l：．との間の相削伯低かり しは如何なる批li系にやJt.hiiIKIを詳にサ

-"、必すや他に咲仄1あり て此駄11系を質lしたるものなる可く 、然るに次の二年II=.の高 さと 7i9年II;. 

樹 との間には杖然たる1Eのtllf#I性11系あるを1リlぶせりu

．・ 

相煤沿淳 ＋0．43上0.11

．木 大」！：十四年二 ）1

訓令第一1じl ｛和1ー：．十四年十 二 月
（糾喝1)防i月、一年生）

｛大正十五年十二 月
（純過'2．喩iJJ、:.....:年’t)

｛昭 和 I吋年六 IJ
（純過•3 1 防i ) ] 、 コi.{,刈．：生）

年'I:1'1'i本の高さとの間に！［の ().56

接

;Jij令第二回

謀，l杏第二Iじj

11哄する所にしで趾人なる,','i木は＇｝批人なるほ樹となり紺11［きを滋然

絃には之が現役を、'1，i・；．に数餡を以てIl)lぷせるの；

或程度迄の滋1卓

昨；乱代となれり。然るに そ

． 

柑協

夏に父

切接を1fふ船合にIllふ可き接他は 1・：と してii1年II=. 

取するを＇，芹；

父り•:) ,J f秋炉 允＇杖 るも

、一イドll:.

を比較し又は接穂として之を訊籾 比較

枝條の）i力；

取樹

内。 g(1 も 1ii 1 年化の 知切り至秋年は 1数年以 1 ••粁過せる 名母樹よりも之を1 ! ,t

伯木よりも1!;'らるる

見し

を急くは玲父は老齢なる (:t樹lkl―

樹齢を疫外視

其結果朕態良hf• なるも

此質 uality 

肥人せる接穂．

の問題を離れて枯

き正況あるを1恥l力‘ざるi3、杵和よ豫

如

る時は何~；；

1照き柑凶'1，iA<,}961八＇1'沐 より

るものな り。されど果樹栽培の1応；滋は「接穂採取樹は計に結果Iり］に達し

より接穂を採l［又す可し

()uantit 

り之に肘してお~11',l ,を抱きつ

＇ ,
'
し
♦
．
 

四年：iiより！：t樹となれるもの及ー．二年/1~. 

態を謂査し次のI/ti

9
,
'
 
、A^＇ 例

ピ採

*l 

のなり。樹即 異なれるl4iK・より＇；t．に切障 る枝條

iだ迩あ るを認蜘け、和防A'ik位）｛1，i木

恩はる · 1 ~ さヽ、あ り し 史に玲稀i1 i: 1P．なる tI ti凶頬 0) !竹州

1'1'i木

0)百敲例を柑るに至れり。

を社）戊

と凸人に牧ふるものな

の1!'1l凶

))し'1所定

＇に，さ石頒柑l

.:......、f・牛．面木の桜穂により接Kせる-f,'j木の高さ

（網渦 I O 防i ) •VIき·)
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yollIIg lIhmts o t'youIIg、)IIU¥¥":LH tJlli (ぃ l,;U霜 rtl1a1t tl1e uld 011e. ] t rnay I心

;011chul以ltl1at the you11μ; plants'Fi砂）IIS;u•C l l¥)t perfoctly matured, ；しwl tl1oir 
growing elo1Honts aro not yet wdl ti xc<l. Hc11cc, as is gcucrnlly acco1悼 l,ouu 

:-thould Relcct scions frurn the Yigorous olcl parent trees of known quality. 
) As soon as tl1c Ycnoor crown-grn.ftiug is tiuiRhod, it is tho uHtrnl 

way to cover the earth up to tho tOJ) of the scion to protect from LlcRicca.tion, 
aR shown in the photog叫pl1, thcu the nurRery is Int n,lonc for alKmt tlrn: 
moIlths, ]Nohruary, M;n•eh a,lul April unti l ull .II.C¥v graftc(l spronts ；しppcar.
Tho rai11fall ancl the cva110ratioJL from tho Rurf邸0 叩il(luri ng tlICSO ]IlOIIths 

arc tho im1)0rtaut factors tlmt coutrol the sojl-coudition of keeping tl10 RcionH 

which arc apt to 110 tlc . .:;iccatccl ju the llry weather or a1,t to rot wltoH 

tl10 lield water logg叫． Acじnr<ling to the Rtatistical cxpcrimcutR of 10 ycan,, 

1921 -30, tho rainy seaHOn Was more favourablo for the nnion of the grafts 

thau the severe (lryi11g wcathur. Tho Hite of nurRcry ficltl for tl,c Yc11eer 

;row II-grafti Ilg shouhl theu bo Sllじhpl;しeutLs to bui n• i ga t c(l c邸ily,ur thじ well
llniIIC(ll’mldy iiehlì  reCOIlllll01ul叫．
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附録

彙報算十二輩「柑橘類の切接に闘する研究」の饗約

明治1lLIIfi年以来木支所に於ては配布枡＇ 1＇if成 0)I労ら切接に1!t-lする試験を行ひ米れり。其）i

法 と）麺＇iに就ては既に削拗情項を以て述ぺ・点＇t せり。 絃に是叩r.・IJ'iの災領を摘載し以て本編の桔

論とすc.,

接穂と lil.j木の 各ん の1M1~i相接 しi村打の形成｝印凡111．屯合すれば接木は活杵せしものな

り 。 形成h仰の癒合それ自身は前ii認 II)]故の · 1~ な るも此1念合を構成せしむる諸汲ぷには頗る恨雑fe

る ものあり、接木 と 砧木採作())巧拙 、 結和り物 、被覆物、火候、 r.i戊の肱態~i訊要ぶのり 1枇l的に

1Il伏て接木は癒合泊村するに至るものなり。

ー， 本支所に於ては令部切接の屈接なりっ,(iii木根際の表 l．．． を 像め掻きより 6—7cm の長六

に砧木をり）関し祝刀を以て閲而が1‘：滑ならしめ 、外1父の滑かなる部分を選ぴ僅に稜を下より」^一

に殺き表｝とを 3c m 切1•ーけ 、 ii’~ ~iiせる 2 1•ギ）り至 3 炉を附した る 6—7.5cm の接穂の接l~iを砧木

叫 賊 とliil長に設ぎて砧木に挿入し、 I4iKの形成1寸．を合し し屯濯iを以て結籍し、接穂の先端

僅かに見ゆる程度にWil・・す 切接後の給水fi/ii既には渕 1・.o)I：より ll1i接行ふべか ら't・u切接のi必

訣は最も鋭利なる小刀々川ふるに（t:り。

接穂材料として使川せしものは、槌柑、算fIt，ホIlifIt、文 ll．，斗柚、 レモン）文ワ シン ト

ンネーヅルの 7柑にして年4回の成Lも枝條中、接穂は秋梢l文及梢 よ（）選ぶぺし、，1l'梢は既に本

質化し、冬梢は餘りに）lせ蒻なり 。

(|lll) {ili木 と しては枇没 と 酪橘の 打紅類の入を） II ひたり 。 n要凶は本，I9•MI•：米枯にしてtIt橘

品種なり 、 本 ふ＇， にて は占くよ りとくの I• I th,\j類0) (ili木 と して II ] ひら れたり 、J }U •投は r1 本 1勺地より

移人したるものにてi|i行0)帖'tぶこ）文ほす彩特には人沢：なしu'/i{j木のり）接適船は机設は二年4：．な

るも陪協は一；叩1・：なり .)ム）文に於ては机設枢＜ tlri ;ャル・合は 5年1ill0)平均結果にりKiしば陪協約 5

°簗 ll(• なり。 接木後結果IH-J l1h lり ］ は机・没／iii.I 年 、陪M; -t年なり。陪橘砧9ぶ菜根性なる故姑風に

到• してt齢伐 よ り抵抗）．） 人なり し 現（訊惰の比校（よ問題成せられ）11 ： るも (l{t‘ば なる ‘n級を粍ざるを

以て命＇論はなし靴し。 肌没l［りは山地（叩i斜地に飲迎せられ 、陪橘砧は4‘•• 地栽培地方に lll ひらる (J． 
国 ） り）接の適！り］ り）接0)拗合も他托0)接木と1li]様に 、1ili木 と接穂とは略1r1)一の休眠期と成

閥lを持たさるべからす沿 —-J ]初J 1リ より 三 ） ） 1‘. 10記））接，試験0)結果を見るに二）• I l •• 1りは最 も成

糸山良好な り し 二月は和，・、1j にては最低温0) )-) にして fl t橘類の最 も 1とき 休眠Iり1 にして 」＇； し~ J I にt~

は春H]は成長litl始す。OIIち切接は休眠lり］を脱 してり名にt和fi/J削に人りんとtる少し以訓に行ふ

砂2も確‘tt性を幣ひたるJj法とし、二））中旬は此予節に設沿し居ることを『if知せ＇） （ 
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切接採11浣了後0)氣温

居接を行ふ際Jl・11り；時の人候は泊；や歩合に可成りの彩？限を奥
ふるものなり 3 1:IiKは絶閲に避けざ

るべからす沿海度の他燥を11：ふ快睛、A1虹l'i．光の＇苅；る際は/iii木接 1niを比燥せし
むる故宜しか ら

Iヽ 切接と火候 との掛If系 1:Iiは活沖に なる批li系を1iす 森地0

す。り）接の理想（y．J天候は無｝致公天の 日 なり 。 ’l••• I:l i i lが1 •• 後に於てはり）接を1iふも A;だな し．，「後

_P.If以後午後六II .}迄はI~ 光最 も禾ぎた る時刻故快111 : i·の I」 と 雖 も 良奸な る結果を紺 らる 。 必j也に

覆土を行ふ際過晶は不可なるも乾燥するは祈が不良な（）。

接穂の！！？祓 接穂．採集後 11'( に接木を行ふは最 も 良 ll f•なり。新鮮0)}度を火ふに 1紺て 沿；ャ

歩合は減少すと雖も適祁jなる！！‘t祓法を講する ときは 5On|iili呆イ｝するをiれ！！‘｝祓
法中．はLしなる

は水苔に適度の曲氣を輿へ交冗に接tも とがt栢し‘ノ苫氣の透通
を良好＇―

じ

fl明治四,-五年至

柑橘類の切接に1}サ］する試験成箱表

1E I・年、…・••各年の 1‘： 均J&:廂＇i（活］浄：％）

J-.のものなり

九 結的物の比較 結縛材料

ヽ`し。

八＼ 接他に適する枝條の長 さ及接他の位凶に削しては反梢
l対秋梢の 24cmiil後の技條に）K

最J~ なる）I訪＇tを 1!} 。 之は本t＇｛部 と 靱）如部の比適洲； なるが故なり u 此枝より＇杵辿・3 本0)接穂を

切り取る1げを1!}、此 3本の接穂UIち），t部111I)と部）文先端に{f.るもの(J)中最l込

中央部なり 。 gII ら 2~cm 内外の枝條0)中央部

11.:1 

成禎をぷ

杉準は＇州 にり）接技術とし も糸11 i t t 観 るも至

採 H.i

縄想I,1’•J几付i (I条件 とし

HJtt 1問なるを＇炭す。本文所に於て比較使川 せ る 材料は I)< fti函 lと し•島祖J). ’

はJし：中最 も良好なる）戊箱を半け・碍たる も似濯なる岱(Ik I.{ -l 
Ill] 噌通には • し^

を使川せり。 本島）窄I）＜栢楽は成 紺イ迅となりき。

ぶ捨氣に伴ふij{Jj 、r
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試験期間

偲汰接f.恵

供試砧木

槌柑． 4：IIi卜It． ーr,訃It. ネーヅ）レ．レモン．文 ll.、朱榮．

机設、陪橘．

接 4く時
) l l‘•1 u |.;) J I..1 IJ _.) ] I I 1 1リ

j,・’i l―] 1 -9 | 35 7 1 4 2. 7 | 

ロ
)j＇閻J I叫 l；介J

I 
•) - n 
.:.1..) 

:1fl.!) 

たるは
,.:{ 

く小に して面辿 •I1雌

ラヒ ャ守：にてラヒ

島蘭（1kg 20錢

JJ」汁IJ| 

叩 口 睛

按他の貯蔵法 水苔 13.3 露 地 10.:: I砂

t文他のlti祓IIJl甘l_ _—· 
採取直後 li u | -I • I」|.....:1 • H ― ·ー1 -• li.u | :. -I→ u | lILl -l-1_1 | -li -l • H 

:i l.9 I :..、』1.7 | . .!.2: : | 1 !) 0 | l.4 | {) t ; ! 5 4 
--------- l _ | 

他本のJとさ長f患(::Ocrrr) •14.S I rj,位．（24cm)475 
二t1知；も、¥1; ~i0.7 | `□ 

拓水'1作時の火il応 睛 火 "― • 9 1. i 

39.6 28. G 

1 9.7 

・I・ 被梃物 比校 蛇燥を防がんが岱悦 I •• 、 1ff;,i]、 桜縦i'ii I •• 、 ピール瓶被必

及）l桃り「．を川ひたりしに油良の成績を県け・紺しは復 1會．なり

応表）父をiii出する鯰、 慨してイ迅とな り。竹筒はJし：中に付滞
IK

は接片

r¥l 

1出光

． ろ3 

際温熱

接木接芹部

て接沖部の）｛が＇敗を米

接嫁は 1娼光 l こよりてi容ii•i'・ ビり えし父

ーとあ り。 ピール瓶

澗？韻蔑能柑きi3、活；やに、＇即；況限セ）文 ほすu trt1：に1入l()てiil、|、地）iにては）］桃Iれを川しI.ー
被渓或は月 桃りを以Tt・

イiすることに

被渕法は他燥父は

結 約 物 L:島！llj
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30.9 
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岱JJ 桃
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良好なる）戊紐を収 : II文の；なに1klるものと想、1if

冴竹地）iにては竹筒法に依るも())'クし。 utr!し1’li物の比較，式訟0)結果は屯北附近のIillさ

）多き所に應川 し1!}らるるもの と，思、、11tせり ；梢/11:1-i:1i:の他 地｝j

つ あり。、とはり）接時期の本，I以北部 と中部 ● 

｀ 


